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200盪年度 愛媛大学理学部地球科学科大学院入試
専門問題 十一次)

全 6間 から4間 を選択_じ解答せよ

問題を解 くに当たつての注意事項

① 受験番号、 問題番号のない解答用紙は採点しない
その問題は 0点 となる:

② 問題(1～ 6)1間 につき 1枚 の解答用紙を使用
すること。もし、解答が2枚 になった時は、
2枚 目の用紙にも各番号を忘れないように書くこと.

③ 問題を良く読む。特に、選択問題 (例 :4間 中2間
解答せよ)で は,4問 全てを解答すると0点 となる
注意すること.

④ 選択問題や問題が小間に分かれている時は、どの番号
の問題を解いたかわかるように小間の番号を解答ごと
に必ず書くこと.

⑤ 読みやすい字を書くこと.
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1: 図 は瀬戸内海のある海域および近接 した陸域の模式地質断

面図である。この断面図について、下記の語辞中の語旬 を
一回以上用いてこの地域の地史を記述せよ。なお、語群 中
の語旬を使用する際にはひらがなをすべて渓字にすること.

(この問題は用語の使い方を問う問題である)

語群 :  |

どうじいそう、 か ぎそう、 ふ せいごう、 か んにゅうがん、
かんしんとう、こうしんとう、 ち ゅうせいだい、
しんせいだい、だいよんき(だいしき)。 |  !盟

、
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地質柱状図2

2: 以下の問いに答えよ〔

凡例

砂岩層

泥質砂岩層

泥岩層

砂岩泥岩互層

酸性凝灰岩層

塩基性凝灰岩層

土 はある地域の仮想的な対比柱状図である。なお疑灰岩層の層厚 は簿張 して ある。

① .Aに 見られる砂岩泥岩互層は,ブ ーマ (バウマ)・ シーケンスと呼ばれる物理
的堆積構造の積み重なりが発達することが特徴である。このような堆積構造の特徴
をもった控層は一般にタービダィトと解釈される.で は,こ のタービダイトを堆積
させた流れのことをなんと呼ぷか記しなさい。

② .プ ーマ ・シーケンスとはどの様なものか,模 式図と文章を用いて説明しなさ
い.

③ .Bの 凝灰岩層からは15,0±0:5Maの数値 (放射)年 代が得られた.こ れはどの
地質時代に相当するか,世 のレベルで答えなさい.

④i Clま有孔虫花石の検討から海成層で
脅
ることがゎ

鎌 ど建ぶ1円と活撞雀嘉柔勇摯る化石としてお、さわしくないものはどれか
なさい。!なお,誘 導化石の可能性は考えないこととする。答えはひとつとは限らな
いので注意.

ア i二枚員|  .イ i腕足類,  ウ :三葉虫Ⅲ  ェ !植物,  ォ :生痕′
力 :紡鍾虫,  キ :ウェ類.

⑤ . D`とEから,それぞれ底生動物化石群集が発見された。両者を比較したとこ
ろ,よ りはやい堆櫨速度に適応した種が一方に多く含まれることがわかったが,そ
れはどちらの層準から産したものか,与 えられたデータから判断してより合理的と
思われる層準を根拠とともに答えなさい。なお,い ずれの地点でも地層の欠如は無
いものとする。



叱

3: 以 下の4つ の問いから2間 を選択し、答えよ。

①  マ グマが地球内部において発生する要因は何か.また、
マグマの多様化の要因について説明せよ。

②  液 相濃縮元素とは何か.ま た、火成岩研究におけるそれらの

重要性について簡潔に述べよ.

③ オ フィオライトとは何か.ま た、オフィオライトと海洋地殻
の共通点および相違点について述べよ.

④  変 成岩のP―T■経路とは何か.

4: 以 下の問いに答えよ.

生ォ                  _                        … 、

① 地球全体の平均化学組成と地球表層における化学的特徴の
相違を具体的な岩石名や鉱物名を上げて考察せよ。

十                          . `中  i    ■ Ⅲ =Ⅲ         .1、      !_         十

② r鉱物とは何か」、これは鉱物の分析法や研究が飛躍的に
発展 した現在、間われている大きな課題の上っでぁる。
これまで考えられてきた鉱物を定義づける条件を 3つ 述べ、
またそれぞれの条件が持つ問題点について考察せよ.
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5: 地 球の核は主に鉄―ニッケル合金でできてお り、内側の内核

は個体、外側の外殻は液体であるとされる.こ れに関連 し

て以下の問いに答えよ.必 要なら図を用いてもよい。

① 外 核が液体であると判断される観測事実を述べよ.

② 十温度が高いはずの内核が何故口体状態なのか説明せよ.

③ 核 が主に鉄‐ニッケル合金からできていると考えられる理由
を述べよ.

6: 密 度と地震波速度について、以下の問いに答えよ.

①  密 度をp、弾性率 (弾性定数)を Mとするとき、次の(1)～(6)のうち

速度の次元をもつものはどれか。

(4)Vp/M (5)Wp(6)丁 商石(1)IM (2)VPA/(3)p/A/

(秒 多 くの岩石について密度ρとP波速度Vpを 測定すると、密度が高いと

Vpが 速い傾向がある。この傾向と上の問①のことをあなたならどう考

えるか?
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